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う
な
ス
コ
ー
ル
が
来
た
。
雨
に
煙
る
道
端

を
朱
褐
色
の
法
衣
を
纏
っ
た
一
団
の
僧
侶

が
各
々
鉢
を
持
ち
、
整
然
と
一
列
に
並
ん

で
黙
々
と
素
足
で
進
む
姿
が
見
え
た
。
私

は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
世
界
へ
入
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
位
置

す
る
共
和
制
国
家
。（
１
９
８
９
年
ま
で

の
名
称
は
ビ
ル
マ
）。
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

西
部
に
位
置
し
、
中
華
人
民
共
和
国
、
ラ

オ
ス
、
タ
イ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン

ド
と
国
境
を
接
し
て
お
り
、
地
政
学
的
に

も
貿
易
上
の
地
理
的
重
要
・
優
位
性
は
大

き
い
。
行
政
区
分
は
７
つ
の
管
区
「
ヤ
ン

ゴ
ン
や
マ
ン
ダ
レ
ー
等
、
主
に
ビ
ル
マ
族

の
住
居
地
域
」
と
７
つ
の
州
「
ビ
ル
マ
族

以
外
の
少
数
民
族
の
居
住
地
域
」
が
あ
る
。

各
州
に
は
民
族
名
（
カ
レ
ン
州
、
カ
チ
ン

州
、
カ
ヤ
ー
州
等
）
が
付
い
て
い
る
。
そ

の
多
く
が
分
離
独
立
や
自
治
拡
大
を
求
め

て
中
央
政
府
と
長
年
戦
っ
て
き
た
。
首
都

は
ネ
ピ
ド
ー
（
旧
首
都
は
ヤ
ン
ゴ
ン
）
人

口
総
計
は
約
６
２
０
０
万
人
、
最
大
都
市

ヤ
ン
ゴ
ン
の
人
口
は
約
７
０
０
万
人
で
あ

り
、
消
費
市
場
と
し
て
大
き
な
魅
力
が
あ

る
。
位
置
的
に
は
北
緯
10
～
27
度
、
東
経

92
～
１
０
１
度
の
間
に
在
り
、
那
覇
と
カ

チ
ン
州
の
州
都
ミ
ッ
チ
ー
ナ
ー
が
ほ
ぼ
同

じ
緯
度
に
位
置
す
る
。
主
要
産
業
は
、
農

業
が
基
盤
で
チ
ー
ク
材
、
石
油
、
天
然
ガ

ス
、
宝
石
、
海
産
物
（
エ
ビ
な
ど
）
の
天

然
資
源
も
豊
富
で
あ
り
、
こ
の
国
は
イ
ン

ド
シ
ナ
半
島
の
経
済
優
等
国
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
の

２
０
１
３
年
度
版
統
計
デ
ー
タ
「
一
人
当

た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）」

に
よ
れ
ば
、
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
８
３

４
・
６
ド
ル
の
１
５
９
位
で
ア
ジ
ア
で
も

最
貧
国
で
あ
る
。
こ
の
転
落
の
主
な
理
由

は
１
９
８
８
年
の
政
変
以
後
の
軍
事
政
権

の
圧
政
に
対
し
欧
米
が
経
済
制
裁
を
発
動

し
た
事
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ヤ
ン
ゴ
ン
市
か
ら
首
都
ネ
ピ
ド
ー
市
に

至
る
間
で
は
治
安
は
安
定
し
両
都
市
の
ホ

テ
ル
も
各
国
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
で

ほ
ぼ
満
員
で
あ
り
、
民
主
化
に
向
け
て
漸

次
進
展
し
つ
つ
あ
る
の
が
現
況
で
あ
る
。

多
く
の
人
々
が
親
日
的
で
最
新
的
な
技
術

を
持
っ
た
日
本
へ
の
憧
れ
が
強
く
、
留
学

を
目
指
し
て
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
学

生
も
多
い
。
２
０
１
５
年
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
「
ア
セ
ア
ン
：
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
」
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１　

初
め
に

奄
美
群
島
の
徳
之
島
の
北
東
部
、
天
城

岳
の
東
側
海
岸
沿
い
に
山
（
さ
ん
）
と
い

う
水
豊
か
で
風
光
明
媚
な
村
が
あ
る
。

こ
こ
が
私
の
故
郷
で
あ
る
。
私
は
昭
和

46
年
３
月
末
、
徳
之
島
高
校
を
卒
業
す
る

と
間
も
な
く
上
京
し
た
。

浪
人
生
活
１
年
後
、
防
衛
庁
の
仕
事
に

入
り
以
後
、
渡
り
鳥
の
よ
う
に
北
は
北
海

道
（
長
沼
）
か
ら
南
は
沖
縄
（
那
覇
）
ま

で
計
８
箇
所
の
勤
務
経
験
を
し
た
。
こ
の

間
、
２
回
の
米
国
（
テ
キ
サ
ス
州
）
留
学

を
経
て
定
年
２
年
前
か
ら
は
神
奈
川
県
川

崎
市
に
在
る
東
芝
小
向
工
場
に
常
駐
し
、

装
備
品
の
調
達
品
等
に
係
る
監
督
・
検
査

業
務
に
従
事
し
た
。

定
年
後
は
、
都
内
の
東
京
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
専
門
学
校
の
勤
務
を
経
て
現
在
、

日
本
経
済
大
学
大
学
院
事
務
室
で
勤
務
し

て
い
る
。
昨
年
都
内
の
あ
る
日
本
語
学
校

の
外
国
人
経
営
者
と
歓
談
の
折
、
自
分
の

出
身
地
に
言
及
し
た
。
す
る
と
、
当
経
営

者
か
ら
同
郷
の
「
津
田
司
法
書
士
事
務
所

の
津
田
和
紀
様
に
は
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
」
と
の
話
題
に
な
り
、
即
刻
、
携
帯

電
話
で
取
次
い
で
も
ら
い
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
意
気
投
合
し
談
笑
し
た
。
津
田
先

輩
か
ら
の
話
の
中
で
「
自
分
の
故
郷
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
」
と
の
話
が
私
の
脳
裏

に
残
っ
た
。
世
の
中
狭
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
徳
之
島｢

夢｣

振
興
会
議
の
話

が
あ
り
、
徳
田
昌
則
理
事
長
や
各
先
輩
方

が
「
徳
の
島
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
な
ど
故

郷
の
振
興
発
展
の
為
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

事
を
見
聞
き
し
、
私
も
『
徳
之
島
「
夢
」

振
興
会
議
』
の
一
員
と
な
っ
て
皆
さ
ん
と

共
に
今
後
何
某
か
微
力
な
が
ら
努
力
し
て

行
き
た
い
と
考
え
た
。
今
年
度
の
会
議
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

は
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

昨
年
八
月
末
か
ら
約
２
週
間
、
同
大
学

院
の
奄
美
加
計
呂
麻
島
出
身
の
叶
芳
和
教

授
の
カ
バ
ン
持
ち
と
し
て
同
大
学
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
共
和
国
連
邦（
通
称
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

出
身
で
あ
る
ミ
ヤ
ッ
カ
ラ
ヤ
準
教
授
と
共

に
ミ
ャ
ン
マ
ー
旅
行
を
し
た
。
今
回
の
旅

行
は
、叶
先
生
の
提
唱
す
る「
民
主
化
に
沸

く
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
企
業
進
出
は
多
い
が
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
や
専
門
職
の
人
材
は
不
足
し

て
い
る
。
こ
れ
で
は
直
ぐ
、
成
長
の
壁
に

ぶ
つ
か
る
。
持
続
的
な
経
済
成
長
の
た
め

に
は
、
高
等
教
育
の
普
及
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
支
援
も
こ
の
視
点

が
必
要
で
あ
る
」
と
の
理
論
に
基
づ
き

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
関
係
者
に
「
国
立
の
高
等

専
門
学
校
の
設
立
構
想
」
を
提
言
す
る
事

が
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
ヤ

ン
ゴ
ン
市
内
の
縫
製
工
場
、
ヤ
ン
ゴ
ン
工

科
大
学
や
高
等
学
校
の
訪
問
、
首
都
ネ
ピ

ド
ー
の
政
府
関
連
施
設
を
訪
問
し
た
。
こ

こ
で
は
「
縫
製
工
場
見
学
」、「
高
校（
小
、中
、

高
）
訪
問
」、「
僧
院
訪
問
」、「
ミ
ャ
ン
マ
ー

料
理
」
に
つ
い
て
一
旅
行
者
の
立
場
か
ら

の
所
感
を
述
べ
て
皆
様
の
海
外
旅
行
等
へ

の
夢
実
現
の
一
助
に
し
た
い
と
考
え
る
。

２　

ミ
ャ
ン
マ
ー

朝
、
車
で
ヤ
ン
ゴ
ン
国
際
空
港
か
ら
市

内
へ
向
か
う
。
車
の
窓
越
し
か
ら
外
を
見

る
と
自
転
車
の
サ
イ
ド
カ
ー
に
網
袋
（
玉

ね
ぎ
や
果
物
）を
幾
重
に
も
積
み
込
み
、手

押
し
で
道
路
を
横
切
る
人
々
な
ど
、
街
は

活
気
に
満
ち
て
い
る
。男
子
は
、半
そ
で
又

は
長
袖
、下
に
質
素
な
ロ
ン
ジ
ン
（
腰
巻
）、

サ
ン
ダ
ル
履
き
、女
性
も
カ
ラ
フ
ル
な
長

袖
の
上
衣
に
同
じ
出
立
ち
で
あ
る
。
中
に

は
頭
の
上
で
髪
を
結
い
、顔
（
頬
や
額
）
に

は
太
い
白
線
を
付
け
て
い
る
女
性
も
い
る
。

突
然
、
ザ
ザ
ー
と
道
路
を
叩
き
つ
け
る
よ

ミ
ャ
ン
マ
ー
旅
行
所
感

徳
之
島
「
夢
」振
興
会
議
理
事
、
日
本
経
済
大
学
大
学
院　

事
務
室
長

川
畑 

進
（
山
出
身
）


